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会 議 の 名 称 令和５年度浅口市行財政改革推進懇談会

 
開 催 日 時 令和５年１１月１５日（水）１３時３０分から１５時００分

 
開 催 場 所 浅口市健康福祉センター３階　多目的ホール

 

出 席 者 

及 び 欠 席 者

【委員出席者】 

中村良平会長・伊澤誠副会長・杉野美代子・山内悦子・奥慎二・ 

澁谷達磨・石井節子・原田英和 

【委員欠席者】 

筒井由紀子・河田美優・大岸貴美子・金光道晴 

【事務局】 

石田康雄企画財政部長・園部智秘書政策課長・秘書政策課３人 

新田直哉生活環境部長・富田直弘健康福祉部長・ 

倉田裕史産業建設部長・山本青司上下水道部長・ 

難波勝敏教育次長

 
傍 聴 の 可 否 傍聴可能 傍 聴 者 数 ０

 

会 議 次 第

１　開　会 

２　市長あいさつ 

３　会長あいさつ 

４　議　事 

　（１）第４次浅口市行政改革プランの実績（令和４年度分） 

について 

　（２）その他 

５　閉　会

 

問 い 合 わ せ 先

企画財政部秘書政策課 

〒７１９－０２９５ 

岡山県浅口市鴨方町六条院中３０５０ 

電話番号　０８６５－４４－９０１３ 

e-mail:hisyoseisaku@city.asakuchi.okayama.jp
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発言者 内容

  

 

 

事務局 

 

【開会】1３：30 

 

浅口市長　栗山康彦が挨拶をさせていただく。 

 栗山市長 参集の礼。 

昨年度、第 4次行財政改革大綱・プランの策定について、貴

重なご意見をいただき、心から御礼申し上げる。 

私の公約 1丁目 1番地は、楽しい浅口市を創る、そして、持

続可能な浅口市を創る。令和 5年度は特に注意しながら頑張っ

ているが、持続可能な浅口市を創ることは大変難しい。しっか

りとした行財政改革も行っていかなければならない。行革は非

常に重要な部分を占めるものだが、それぞれの自治体でその時

代ならではの費用を多く要することもある。例えば、今は国が

抱えている DX の推進。1つのシステムを入れるだけでも数千万

というような費用がかかる。それに加え、システムを 1つ導入

すると、毎月維持費が必要となり、年間で数百万といった経費

が必要となる。デジタル化は予算を伴います。 

また、今は、建物あるいは水道管、そういったものが設置さ

れて半世紀が経過し、寿命がきている状況です。特に水道管等

は厳しい状況にあります。それに加えて、やはり高齢化の進行

も影響がある。扶助費も増大し、少子化が進んでいる状況で税

収不足も心配な状況。負のことばっかり申し上げてはいけない

が、しっかりと持続可能な浅口市を創るためには何をやらなけ

ればいけないか、そして今何に取り組まければいけないか、こ

れが我々に課せられた使命ではないかと思っている。 

そういった意味でも、皆様方のそれぞれのお立場でしっかり

と忌憚のないご意見をお聞かせいただきたい。 

 事務局 （市長、他公務の為、退席） 

次に、中村会長からあいさつをお願いする。 

 中村会長 参集の礼。 

今、市長からも話があった。昨年、委員皆様のご尽力、ご協力

で大綱・プランを作ることができ、それから 1年が経過した。今

日はその評価結果について、皆さんのご意見を伺うこととなる。
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 資料にもあるが、Ａ評価が 1個、Ｂ評価Ｃ評価が多数。自治体に

よっては、Ａが 6割から 7割のところもあるが、ＡＢの違いにつ

いては、順調に進んでいるのか、概ね順調に進んでいるとの違い

があるものと考えている。詳細は事務局からの説明をもとに、そ

れぞれの分野から忌憚のないご意見をいただきたい。 

 事務局 これからの進行は、中村会長にお願いする。 

 中村会長 今日の終了予定時間は１５時としている。 

したがって、ご意見、ご質問は３０分前の１４時３０分を目安

に集約させていただきたい。 

本日の議事である第４次行政改革プランの昨年度実績につい

て、事務局から説明をお願いする。 

 事務局 （１）第４次浅口市行政改革プランの実績（令和４年度分）に

ついて説明 

 中村会長 取り組みに至っていない項目は１個で、それ以外は何らかの取

り組みがなされている。 

全体的に評価が厳しめという気もするので、目標値に達してい

れば取り組みが少々できていない、または最低限でも、考え方を

変えれば効率的にやってると言えるので、ＣでなくＢでも良いと

考える。 

委員がどのように受け取られているかを含め、ご質問、ご意見

を伺いたい。 

 澁谷委員 No.３のホームページ等のバナー広告について、ホームページ

をやり替えるとご説明があった。 

皆さんもご承知と思うが、寄島の小学校と中学校が 2025 年か

ら義務教育学校に変わっていくという議論があり、着々と前に進

んでいる。その議論に参加するなかでホームページを何回か見た

が、寄島小学校のホームページへ移動しない。寄島小学校をクリ

ックしても移行はするが、内容が出てこない。小学校のホームペ

ージで開いた場合には、最寄り駅が里庄駅で寄島まで徒歩で 25

分と、徒歩で何分とかいう説明があり、今の距離から考えて、常

識的におかしいんじゃないかなとか思いながら、職員の方に直す

ように話をしました。精査できてないところがあったと思う。今

は直っていると思うが、ホームページが安易というか、今の時代
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 にしては、学校のホームページだけを見ても、正直魅力がないと

言うか、見にくいと言うか、そういう感じを非常に受けた。 

直接的な項目はないが、関連としてお願いしたい。 

 事務局 情報発信の要であるホームページについてご意見いただき、あ

りがとうございます。 

寄島小学校のホームページについては、学校管理になるため、

その内容につきましては、担当課にご意見があったことをお伝え

させていただきたい。 

まず、市の公式ホームページですが、合併後に１度更新を行っ

たが、すでに更新から 10 数年経っている。その当時はＳＮＳ等

も発達してなかったこともあり、古いホームページの体裁で非常

に見づらいものであることは事務局も認識しており、今年度事業

として、時代に即したホームページになるよう更新作業に取り組

んでいる。市民皆様に閲覧しやすいホームページを構築し、見て

いただけるような環境を整わせることで魅力あるホームページ

となるよう努め、バナー広告もしっかり募集してまいりたい。 

 中村会長 非常に大事なこと。それによって閲覧回数が増えるものと思

う。他に、ご質問、ご意見はあるか。 

 奥委員 No.４、返礼品は観光、遊び、キャンプなども含めて返礼品に

してるという実例があり、浅口にもキャンプ場や天文台といった

観光施設もある。 

今、私たちがやってるあさくちスポーツクラブでは、寄島町で

シーカヤックを活用した教室や貸し出しを行っている。そういっ

たものも検討されているのか、観光や遊びといったものも含め、

教えていただきたい。 

 事務局 ご提案ありがとうございます。ふるさと納税の返礼品として

は、現在、約 300 の登録を行っている。内訳は食料品の登録が多

いが、天文台を貸し切って使えるといった返礼品や、最近では、

遠方に住まれている方に対し、空き家の掃除を代理で行うといっ

たことも検討している。 

委員所属の遊ぶところにおいても、シーカヤックの体験が返礼

品として登録している。色々ご提案いただいたので１つでも返礼

品を増やし、ふるさと納税の額を増やせるよう研究を続けていき

たい。
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 澁谷委員 No.13 について、もう少し詳細説明をお願いしたい。 

寄島総合支所の空きスペースについて。寄島支所は３階建て

で、３階には図書室がある。私はあまり図書室に行くことはない

が、利用されている方にとっては地元にあって便利で必要なもの

だと思っている。 

ただ、ふれあい交流館という別の建物も近くにあり、その中に

図書スペースがあってもよかったなと。今更言っても仕方ない

が、寄島支所の２階に中国銀行が入っていたが、そこが１件とい

う意味なのか。それとも、他に何かあるのか。 

 事務局 令和４年度の１件には、中国銀行が入っている。 

 澁谷委員 今は支店も ATM に移行している。合併により、寄島の役所機能

は、本庁に移るため、最小限で済むと聞いていた。合理化のため

の合併という条件もあったかと思うが、立派な建物の２階３階が

ほとんど空きスペースになったままであるというのは非常に問

題。エレベーターもあるが、金融機関のようなところしか入れな

い建物いったイメージになるのではないか。 

ただ、寄島の産業は水産、牡蠣ということに限定されつつあり、

日生のような市場はあるが、広がりの輪がまだできてない。事業

者が建物を利用するにしても、建物がふさわしくないなどの問題

も当然あると思うが、海がよく見える良い場所にあるこの庁舎に

も２階、３階はまとまった面積があり、このまま募集をしても使

用方法が限定され事務所くらいかと。もう少し間口を広げるよう

な方法が何かあるのかどうか、それを含めた検討をぜひお願いし

たい。 

 事務局 寄島支所の空きスペースの活用について、庁舎の空きスペース

を有効に活用するということは大切であると考えている。中国銀

行が撤退され、令和６年１月からシルバー人材センターが中国銀

行の跡地に入ることが決定している。その他にも、空きスペース

があり、様々な企業に空きスペースの活用を打診しているところ

だが、入居には至らなかった。今後、空きスペースをどのように

活用していくかということは、市の中でも検討してまいりたい。 

 中村会長 合併してしまうと、支所になったところは人が減る、そうなる

ると、小売店・飲食店を中心にどうしてもさびれてしまう。それ

を防ぐためには、積極的に空きスペースを活用する方策を考えな
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 いといけない。この項目は最低限の取り組みになっているが、次

回はある程度取り組みを充実させていただきたい。 

空きスペース、空き店舗、空き家もこれから余剰ストックがど

んどん増えてくるので、それらを有効活用できるか、財政負担も

含め、非常に重要な問題である。 

やはり行財政改革が 1番重要な問題だと考える。ぜひ、積極的

な取り組みをお願いしたい。 

 山内委員 No.６事業者の減少を抑える項目について。コロナによって、

中小企業も本当に閉塞感に苛まれ、廃業に追い込まれるようなと

ころもあったかと思う。笠岡放送を見ると、里庄町の産業祭が賑

やかに行われたという放送があった。３町が合併し、色んな特産

品がそれぞれ単発でイベントを開催するのも１つの方法だと思

うが、企業の減少、起業される人とか、事業者の減少を抑えるこ

と人を集めてＰＲすることは、大きなプロジェクトでもあると思

う。市にも情報が入っているかと思うが、産業祭のような事業を

してほしいという声をよく聞くが、これだけ減ると難しいのか。 

 事務局 今ご質問いただいた産業祭の件ですが、里庄町は先日開催され

てるというのは報道等でも承知しています。浅口市では今年度か

ら産業祭を開催させていただきました。ただ、今回ここでご質問

が出るということは、すなわち、広報が不足していたというご指

摘も合わせて受けたと感じております。来年度以降の開催に関し

ましては、皆様方にぜひ知っていただけるよう周知を行ってまい

りたいと考えております。ありがとうございます。 

 山内委員 横連携と縦連携がうまくいってないように私は感じました。 

やはりＰＲ不足と言いますか、もっと色んな広報とか笠岡放送

とか、色んな機会を通して、広く皆様に周知していただきたかっ

た。私もすごく残念ですが、私の友人たちが産業祭は楽しかった

という声を聞きますので。 

来年度は賑やかに、より充実させていただきたい。参加企業は

麺の事業所だけか。金光の植木などは参加されたのか。 

 事務局 様々な事業者が参加していた。 

 中村会長 先ほどのご意見は No.38 ホームページ及び SNS と連携した効

果的な情報発信のところの評価に関わるので、そこへの評価項目



 7 / 11

 の要素として入れていただければいいかと思う。 

 澁谷委員 No.６の評価がＤになっている。令和４年度の目標が 631 事業

者で実績が 633 事業者であれば、目標は達成されているが、どう

か。 

 中村会長 これは、評価の考え方に依存しているものと考えている。個人

的には同等または低下という評価基準が一緒になってるので、同

等であれば、無条件でですね、Ｃ以上の評価となっていいのでは

ないかと思う。 

取り組みができていないものが実績を得ることはまずないと

考えるが、最低限以上の取り組みをして成果が目標値を達成して

いれば、ＣやＢでも良いという気がする。そういう点で、いい意

味の違和感を持っていた。 

他にご質問とかご意見、全体を通してでも結構です。 

 奥委員 No.17 について。橋が通れなくなり、１キロ、２キロ迂回しない

といけないという報道もあったが、浅口市として管理している橋

については、計画通り点検をし、支出も平準化していくというこ

とで、評価がＤになっているが、このままで問題なくいけると考

えて良いのか教えていただきたい。 

もう 1つ、水道事業について。先ほど市長も言われたが、老朽

化した管路、これについては、No.19 でＢ評価となっている。令

和４年度が 1.2ｋｍ更新という実績だが、水道は生活に欠かせな

いもの。この計画で、問題なくいけるのか教えていただきたい。 

 事務局 まず、No.17 橋梁道路付属物等の長寿命化についてですが、橋

梁の点検や長寿命化というものにつきましては、法律で５年に１

度点検をすることが定められた。それにより市としても対応して

いかなければならない。 

その背景には、施設の老朽化等で通行止めになるといった事例

が全国各地で多発していたというところがある。 

浅口市においても施設の点検をしっかり行ったうえで、事故を

防止すること、また、人間の健康維持と同じく、定期的な健康診

断や人間ドックを受けて、病気の早期発見、予防して治療する。

まさしく構造物にも同じことが言えるところが、ここにはある。

この目標値を今回設定しているが、この通りに進んでいくことが

できれば、ライフサイクルコストの点検、施設管理にかかる経費
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 というものは抑えられるのではないかと考えている。目標どおり

に進めていけるよう、県や国に対して予算確保も含め、要請させ

ていただいている状況です。 

 事務局 続きまして、水道の老朽管路の計画的な更新、耐震化について。 

行動内容にも記載しているが、施設情報を調査し、その結果か

ら、優先度を考慮した更新需要の鑑定を行う計画を立てている。

アセットマネージメントについては、水道事業が持続可能なもの

を目指すため中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル

を効率的かつ効果的に管理することで、資産管理として整理し

た。 

単年度に、まとめて工事するということは現実でなく、更新を

計画的に平準化することで、資金投資についても計画的となるこ

とで、結果、コストの削減につながることから中長期的な視点に

立った更新を行いたいと考えている。現段階では、令和４年度の

目標１ｋｍに対し、1.2ｋｍとなっている。 

これまでは、なかなか大きな工事ができておらず、水道工事を

行う際に邪魔になる管路があれば優先的に見直しを行っていた

が、今後はもう少し全体的なことを考えながら、更新を行いたい

と考えている。 

 原田委員 No.14 について。目標がゴミ袋代を改定して廃棄物の減量化を図

るとあるが、ごみ袋代は県下の市町村がどれくらいの価格か、高

いのか安いのかわからないが、ゴミ袋代を上げたから廃棄物が減

るいうのは違和感がある。不法投棄に繋がったり。これはリサイ

クルを促すという意味ならその辺の補足があればと思った。浅口

市のゴミ袋の料金体系が把握できていないが、全体を上げるとい

う意味か。それとも部分的に上げるものか。 

 事務局 当市の場合、燃えるごみの 1 番大きい 45ℓの袋を 10 枚 120 円

で販売している。他自治体のごみ袋の価格について、同じ大きさ

のものを隣接の里庄町では 225 円、岡山市では 10 枚 500 円で販

売している。 

ごみの減量化について県下の自治体と意見交換を行っている

が、ゴミ袋の値段を上げることによって、ゴミ袋がないから出し

渋る、減量に繋がるといった声を担当者間では確認していること

から、今回の目標であるゴミ袋代の改定を１つの手段として、減

量化に繋がるものとしている。 



 9 / 11

 もちろん、45ℓの料金だけを上げるのではなく、どういった改

定が望ましいかということは今後の課題で、委員も言われたとお

り、代金を高く設定した場合でも、ごみ袋の購入を控えようとす

るものの、家庭ゴミの量は極端に減らないと思われる。処分する

場合に心配されるのは、先ほど言われたような不法投棄や庭で燃

やすことが懸念される。 

ゴミ袋の代金を上げることが果たして望ましいのかというこ

ともあるが、目標はゴミの減量化、いかに減らすかということで、

１つの手段として、今回、ごみ袋の改定をあげている。 

他の方法として、ゴミ袋の中身を調査してみると、大体、生ゴ

ミの量が約 40％の割合といわれている。その生ゴミの量の内、約

80％が水分とも言われている。家庭から生ごみを出す際に、この

水分をできるだけ絞ったり乾燥させることで、ごみの量も減るも

のと思っており、市内の小学校に協力いただき、夏休みの課題と

して家庭でゴミの水切りに取り組んでもらっている。 

また、広報紙に１月分のゴミ処理量や前年との比較について数

字での周知も行っている。効果検証はできてないないが、そうい

った取り組みも行っていきたい。 

 中村会長 予定した時間が近づいているが、その他よろしいか。 

 山内委員 No.29 使用料の見直しについて、目標値が令和６年、７年が斜

線。 

浅口市は市民に優しいと感じている。しっかりと市場調査も行

っていると思うが、先ほどのゴミ袋だけでなく、もう少し一般市

民の公平性を欠かないような、遠慮のない使用料の値上げをしっ

かり考えた方が良い。値上げと言ったら良くないように思われる

かもしれないが、例えばトレーニングルームを使う人は市民の一

部で、使わない人は全く使わない。公平性を欠くようなことがあ

れば使用料の値上げを考えてもいいのではないか。これは懸案事

項でいいので、ぜひ頑張っていただきたいと切に願う。 

 事務局 本日欠席されている筒井委員からご意見をいただいており、ご

紹介と回答させていただく。

 事務局 No.９補助金の見直しの項目について。 

令和５年度は調査や課内検討を行うとなっている。どういった

調査を行い、当該団体とやりとりをしていくのか。今年度の進捗

状況の確認と令和６年度の庁内検討で有効に示され、実績や有益
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 感に見合う方針となって欲しいとのご意見をいただいた。 

 事務局 補助制度については様々な事業を実施しているが、期間を区切

るなど、制度ごとに取り組み内容も異なっている。改めて整理し、

全体として一定の基準を考えていくことが目的で、どういった方

法が適切かについても検討している。 

令和６年度にすぐ成果が出せるかというと申し上げにくい。手

数料の見直しの話もいただいているが、当然、補助金の見直しも、

目的をもった支出が必要になってくる。そういった視点を忘れな

いように、調査に取り組んで参りたい。 

 事務局 お渡しした補助金の一覧についてのご意見もいただいた。 

補助金の名称や目的はあるが、どのようなことに活用できるの

かわからないというもので、リストをもう少し詳しく記載できな

いかとの内容。様式を見直す必要もあり、持ち帰り検討したい。 

 事務局 昨年度は、行政改革大綱とプランの策定について、この懇談会

に市長が諮問し、委員皆様の意見をまとめ、大綱とプランの案文

と合わせて書面で答申している。 

今年度については、この懇談会でいただいた意見を答申という

形でなく会議録の形でまとめさせていただければと考えている

がよいか。 

 中村会長 委員で事前に確認されたい場合には事務局にリクエストして

ほしい。よろしいか。 

 委員 　（意見なし） 

 事務局 本日、評価基準の根拠が厳しいとのご意見もいただいた。 

来年度の評価をするにあたり、評価基準についても再考したい

と考えるが、委員皆様の了承がいただければ、会長、副会長と相

談したい。 

 委員 　（意見なし） 

 事務局 前回のプランでは本庁・総合支所の見直しについて目標設定を

していた。現在のプランには広く公共施設の有効活用として取り

組みを進めている。 
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 現在、報道もされているが、金光と寄島の各支所には産業建設

課があり、産業建設部と上下水道部の業務を行う部局がある。 

浅口市はエリアが比較的小さく、一体的な行動・対処ができる

ため、支所の産業建設課職員を本庁の産業建設部と上下水道部に

一元的に集約するといった組織再編を行うこととしている。産業

建設部は本庁に隣接する分庁舎へ配置し、上下水道部は、分庁舎

から金光総合支所の２階へ移動する。このような形としても公共

施設を有効に活用していきたい。 

これに伴い、金光の庁舎からは産業建設部の業務がなくなり、

寄島の庁舎からは産業建設部と上下水道部の業務がなくなるこ

とで関係する職員がいなくなる。プランには入っていないが、デ

ジタル技術を活用し、離れた場所でも市民と職員が顔を見ながら

対応できるよう遠隔相談システムの準備を進めている。市民皆様

にサービス低下が起こらないよう務めていきたい。今後も報道等

でも公表があると思うので注視していただきたい。 

 中村会長 以上で、今日の議事は終了する。事務局へ進行をお願いする。 

 事務局 閉会にあたり、伊澤副会長よりご挨拶いただく。 

 伊澤副会長 皆様におかれましては、慎重な協議をありがとうございまし

た。 

浅口市も人口減少、少子高齢化の波がきており、多くの自治体

でも同じ問題を抱えていると思います。こういった、市民皆様の

ニーズに的確に対応し、より一層の行財政改革の推進に取り組む

必要があるかと思います。 

皆様には、それぞれの立場から、非常に有益なご意見をたくさ

んいただきました。市におかれましても、今日の意見を基に取り

組みをさらに推進し、改革、改善を行っていただきたいと思いま

す。 

本日お集まりの皆様におかれましては、今後も、それぞれの立

場におきまして、浅口市の益々の発展のためにご協力をお願いい

たしまして、閉会の挨拶とさせていただきます。本日はありがと

うございました。 

 【閉会】 


